
166-衆-本会議-21 号 平成 19 年 4 月 12 日 

労働者の募集及び採用における年齢に係る均等な機会の確保に関する法律案（加藤公一君外二名提出）趣旨説明 

 

○議長（河野洋平君） 提出者山井和則君。 

    〔山井和則君登壇〕 

○山井和則君 私は、ただいま議題となりました労働者の募集及び採用における年齢に係る均等な機会の確保に

関する法律案について、提出者を代表して、趣旨説明を行います。 

 バブル崩壊後の長期にわたる不景気の時代は就職氷河期と言われておりました。その当時に学校を卒業した皆

さんは、本人の努力にもかかわらず就職ができない、あるいは常用雇用、いわゆる正社員を希望してもパートや

アルバイトの仕事にしかつけなかった人が多かったのであります。そのいわゆるロストジェネレーションと言わ

れる世代では、今もなお、雇用が不安定な状況が続いています。 

 景気が回復し新卒者の採用がふえても、社会に出てから十数年たった方々の雇用情勢は依然として厳しい状況

が続いています。また、出産、育児や復学などのために一たん離職し、再び就職しようとする方にとって、募集、

採用における年齢要件は就労への妨げとなってしまいます。さらに、高齢化が進む中で、高齢であっても働く意

欲のある方が働ける場をふやすことが今求められています。 

 こうした状況の改善のためには、年齢にかかわりなく均等な機会を確保し、働く人がその有する能力を有効に

発揮することの妨げとなっている雇用慣行の是正を図る法律が何としても必要です。 

 内閣提出の雇用対策法等改正案では、募集、採用の年齢差別の禁止に関し、現行法の努力義務を義務規定にす

る改正が盛り込まれています。しかし、差別禁止の適用範囲が省令で定められることになっており、対象が狭く、

実際には骨抜きになっています。そして、何よりも、民主党案では、当然、公務員も年齢差別禁止の法案対象にな

っているにもかかわらず、政府案では、今までの再三の民主党からの批判にもかかわらず、この期に及んでも対

象から公務員を除外しています。 

 民間企業に対して、募集、採用の年齢差別禁止を義務化するという厳しい法改正を行っておきながら、いつま

でたっても公務員だけは募集、採用の年齢差別禁止の対象から除外する。これを言行不一致、骨抜き法案と言わ

ずして何と言うでしょうか。 

 与党議員に申し上げたい。こんな法律一つに、公務員を対象とできずに除外規定を設けて、何が公務員制度改

革ですか。民主党は、当然、公務員も対象とするとともに、募集、採用における年齢差別の禁止の実効性を上げる

ために、以下の点を法案に盛り込みました。 

 まず第一に、厚生労働大臣は、労働者の募集及び採用においてその年齢にかかわりなく均等な機会を確保する

ための施策の基本となるべき方針を定めるものとします。 

 第二に、事業主は、労働者の募集及び採用について、その年齢にかかわりなく均等な機会を与えなければなら

ないこととします。 

 ただし、労働基準法等によって特定の年齢層に属する者の就業が禁止されたり、制限されたりしている場合な

どは、この限りではありません。 

 第三に、都道府県労働局長は、募集、採用における年齢差別について労使で紛争が生じ、当事者の双方または一

方からその解決について援助を求められた場合には、紛争当事者に対し、必要な助言、指導または勧告をするこ

とができるとします。 

 民主党は、募集、採用における年齢差別を禁止する法案を二〇〇三年と二〇〇四年の二度にわたって提出して

きました。しかし、いずれも与党の反対によって審議未了で廃案になっております。 

 そもそも、政府・与党がこれまでの民主党の法案について真剣に対応しておれば、今回の内閣提出案を待つま

でもなく、既に多くの若者の雇用が改善されていたわけであります。残念でなりません。 

 また、政府は、今回、ようやくこの問題の重要さに気づき、政府案が提出されましたが、その内容は全く不十分

であります。 

 本法案のみではありません。今国会に提出された、格差是正の目玉と言われている内閣によるパート労働法改



正法案でも、民主党が過去に提出した改正案の後追いである上に、肝心の正社員との差別禁止対象のパート労働

者の要件、三要件が極めて厳しく、委員会審議においても、本当に差別禁止対象のパート労働者は存在するのか、

どこに存在するのかが一向に明らかにならず、法案の目玉である差別禁止の対象者がいまだに存在するかどうか

もわからない、実効性が低い骨抜き法案であることが明らかになっております。 

 政府の提出法案には、このように、格差是正のそれらしいメニューは民主党案の後追いで入っています。しか

し、中身は全くの骨抜きであり、実効性が乏しいと言わざるを得ません。これでは、格差是正どころか、格差は拡

大するばかりであります。 

 結びに当たり、多くの議員にこの民主党の年齢差別禁止法案の重要性を御理解いただき、あわせて、年齢を含

めてありとあらゆる差別のない社会をつくり、一人一人が持って生まれた能力を最大限発揮できる環境を整える

一歩とするため、本法案にぜひとも御賛同いただくことを願って、私の趣旨説明を終わります。 

 以上。（拍手） 

    ————————————— 


